
 

図1 燃焼方法の違いによる燃焼時間等の特徴 
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３ 要旨 

近年の温暖化傾向により、果樹類の発芽・開花期が前進化し、凍霜害に遭遇する頻度が高ま

っている。凍霜害の効果的な未然防止対策技術として種々の燃焼試験を行ったところ、ミルク

缶で灯油を燃焼する際、ロックウールを芯材として用いることで、燃焼時間を長くすることが

できる（図１）。 

（１） 灯油等、燃焼資材を用いて種々の燃焼試験を実施したところ、燃焼時間や炎の高さに差が見

られた。 

（２） ミルク缶に灯油２㍑を給油し、芯材として75×100×130mmのロックウールを用いて燃焼

を行うと、燃焼時間を５時間程度確保できる。また、炎の高さは消火間際まで40cmを維持

できる。 

（３） 火点数は、火点の大きさや昇温効果を考慮して調整する。 

 
 注：霜キラーは着火からロウ物質が溶け出すまで火力が弱い。 
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燃焼時間 51分 2時間45分 5時間20分 3時間18分

燃焼の特徴

　着火に要する時間は7～8秒。

炎の高さは点火30分後で70㎝。

　着火に要する時間は2秒。炎の

高さは点火1時間後で40～50

㎝、2.5時間後で20㎝。

　着火に要する時間は2秒。炎の

高さは1時間後まで40～50㎝、

その後は消火間際まで40㎝。

　着火に要する時間は2秒。炎の

高さは1時間後まで40～50㎝、

その後は消火間際まで40㎝。

燃焼方法


